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< of(r,i)Of(r′,t′)>- 3iLa∂(r-,,)8(t→ ′)0
(15)

所でこの問題ではr平面のとり方によって結果が変ってはいけない,即ちEuclid不変でなけ

ればならないと云う事がある｡(1)の自由エネルギーでdr[1+(ar･f)2)%は界面の不変な面

積要素であるから(i)はEuclid不変になっている｡ (14)式も不変である事は少し考えてみれば
●

わかるo f/aに界面がその法線方向に移動する速さであって不変｡又uf/a-LKで Kは不変

な平均曲率｡又 (15)式で∂(r-r')はaと同様な変換性をもっ事に着目すればOf/aも不変であ

る｡したがって(14)は

f/a = LK+Of/a (16)

のような不変な形に書かれる｡(14)式でβf-0とおいたものは最近 cahnとAllen4)によっ

て導かれた結果に一致する｡

尚この研究は太田隆夫氏と共同でなされた｡詳細はプログレスに発表する予定である6.)
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高分子系の統計的性質については古くから幾多の理論的また実験的研究がある｡しかし,一

方では,70年代前半にdeGennes等によって繰 り込み群理論の適用の有効性が指適されなが

ら,ごく最近までsystematicかつintensiveにそれが行なわれなかったという事実もある｡
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生体膜の相転移

我々は参考文献1)の方法を拡張し,希薄溶液中の高分子鎖の動的性質を調べた｡具体的には,

elongationalな流れがあるときの異方的末端間分布関数のスケーリング関数を計算 した｡モデ

ルはRouseZimmモデル, 使った近似はいわゆる4次元からの展開法である｡詳細について

は文献2)を参照されたい｡
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生 体 膜 の 相 転 移
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生体膜は生理学的準度d)あたりで相転移を起 し,高温側が液晶相,低温側がゲル相,と考え

られている｡実際の細胞膜では,この相転移は,かなり広い温度巾の中でじわじわと起る｡こ

の相転移の統計力学を確立するのは末だ難かしい｡細胞膜は,何種類もの脂質分子から成 りた

っているし,また,いろいろな蛋白分子が,はめ込まれているからである｡ それらは単なる

impuritiesとしてではなく, 生理現象における協力現象そのものに,何か重要な役割を果し

ているように思われるのである｡

このような難問題の準備として,構造が純粋で,かつ簡単な tt合成された生体膜''の相転移

を調べる.この系は-種類の脂質分子の作る二重膜である.蛋白は殆どはめ込まれていない｡

この系では脂質分子の液晶-ゲル間相転移は,シャープである｡

この相転移は, 1次でありながら,臨界現象らしきものを見せる｡その理由は,実はこの相

転移がスピノーダル点に近 く,そのため凝臨界現象が見えているのだ,というのがこの話の主

張の一つである｡従って Ikegamiet.al,の超音波の音速異常のデータも,この視点から理解

できると思われる｡動的臨界現象は,こんな所にも現れる｡

この相転移は,脂質分子の炭化水素鎖の形状変化がひき起す協同現象が基調になっているも

のである｡この形状変化は, CH2同志が重なり合 うことができないことによる妨害効果を著

く受けている.また,形状変化は,主として,C-CボンドとCHボンドとが位置を入れ替わ
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